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フェムト秒モード同期レーザーの光伝導ア

ンテナ（または非線形光学結晶）への入射によ

り生成される THz周波数コム[1]は、THz領域
の絶対周波数物差しであるので、デュアル THz
コムを用いることにより、スペクトル[2,3]や絶
対周波数 [4]の高速/高精度計測が可能になる。
しかし、これらのデュアルTHzコム計測では、
繰り返し周波数 frepが厳密に制御された２台の

フェムト秒レーザーを利用する必要があった。

もし、非制御のレーザー１台で同様な計測が出

来れば、その汎用性は大きく向上するであろう。

本発表では、デュアル THz コム計測に利用可
能な非制御シングルレーザーとして期待され

る、２波長モード同期 Er ファイバーレーザー
[5,6]の特性評価について報告する。 
レーザー・オシレーターの構成を図 1に示す。

単層カーボン・ナノチューブ（SWNT）をモー
ドロッカーとし、共振器内の損失と波長フィル

タリング（Lyot Filter）の調整を偏波コントロ
ーラー（PC）で行うことにより、異なる２波
長（λ1, λ2）で独立したモード同期動作を得る。

ファイバーの材料分散により、２波長の繰り返

し周波数（frep1, frep2）は少し異なることになる。 
図 2(a)および(b)は、オシレーター出力の光ス

ペクトルおよび RF スペクトルを示している。
λ1光と λ2光の中心波長は 1531nmと 1556nmで
あり、1540-1550nm付近で両者の裾が重なって
いる様子が確認できる。また、各波長光に対応

した frep1と frep2は 32.0679MHz と 32.0663MHz
であり、その差周波∆frepは 1.6kHzであった。 
これらの２波長光は、CWDM で波長分離し

た後、EDFA で増幅する（λ1 光: λc=1531nm, 
P=20mW, ∆τ=200fs; λ2光: λc=1557nm, P=27mW, 
∆τ=300fs）。図 3は、frep1および frep2の時間変化

を表している。非制御のため、時間経過と共に

ドリフトしている様子が確認できるが、レーザ

ー共振器を共有しているため、同じような振る

舞いとなっている。コモンモード変動の結果、

∆frepの変動は 1626.05±0.15Hz で安定であった。 
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図 1	 レーザー共振器 

 

 

 
図 2	 発振器出力の(a)光スペクトルおよび
(b)RFスペクトル 

 

 
図 3	 frep1および frep2の時間変化 
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